
2広報うみ広報うみ3

　

宇
美
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
そ
の
実
現
に
向
け

た
施
策
を
示
し
た
「
宇
美
町
第
５
次
総
合
計
画
」
に
沿
っ
て
、
現

在
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
宇
美
町
職
員
の
人

材
育
成
に
関
す
る
取
組
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

「
宇
美
町
人
材
育
成
基
本
方
針
」
は
、
従
来
の
制
度
や
慣
行
に
と

ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
な
発
想
と
住
民
目
線
を
も
っ
て
積
極
果
敢
に
『
挑

戦
』
す
る
職
員
で
あ
る
『
人
財
』
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

定
め
た
も
の
で
す
。

◇
目
指
す
職
員
像
と
し
て

　

時
代
の
求
め
る
自
治
体
職
員
と
し
て
の
資
質
を
備
え
、
見
つ
け
る

（
気
づ
く
べ
き
）
課
題
や
創
る
（
挑
戦
の
過
程
に
お
い
て
解
決
す
べ

き
）
課
題
を
明
確
に
追
及
し
、
極
力
時
間
を
か
け
ず
、
的
確
、
確
実

に
対
応
で
き
、
積
極
的
に
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
『
人
財
』

を
育
成
し
ま
す
。

◇
職
員
育
成
の
基
本
方
策

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
つ
職
員
の
育
成

　

職
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
活
か
し
、
持
て
る
能
力
を
発
揮
で
き

る
適
材
適
所
の
配
置
や
挑
戦
意
識
を
触
発
し
、
ヤ
ル
気
、
元
気
の
あ

る
新
た
な
人
材
発
掘
に
一
層
取
り
組
み
ま
す
。

②
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
質
を
も
っ
た
職
員
の
育
成

　

目
標
に
よ
る
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
見
つ
け
る
課
題｣

や

｢

創
る
課
題｣

に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
て
、先
例
踏
襲
型
か
ら「
躍

進
目
標
」
や
「
前
進
目
標
」
と
い
っ
た
よ
り
高
く
住
民
目
線
に
立
っ

た
目
標
達
成
型
の
職
員
の
育
成
や
組
織
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

③
次
代
に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成

　

計
画
的
に
異
な
る
政
策
領
域
や
分
野
を
経
験
さ
せ
る
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
、
能
力
育
成
期(

育
て
る)

、
能
力
拡
充

期(

深
め
る)

、
能
力
発
揮
期(

活
か
す)

に
応
じ
た
経
歴
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
成
果
を
挙
げ
る
た
め
の
自
律
的
行
動
力
と
高
度
な

専
門
性
を
有
す
る
プ
ロ
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
合
政
策
経
営
課　

℡
９
３
４-

２
２
４
７

宇
美
町
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
は
、
う
み
・
み
ら
い
館
（
図
書
館
）
、
う
み
ハ
ピ
ネ
ス
、
総
合
政
策
経
営
課
又
は
宇
美
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.town.umi.lg.jp/
）
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
宇
美
町
人
材
育
成
基
本
方
針
」
～
宇
美
町
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
～

宇美町職員人材育成基本方針フロー図

目標：総合計画の実現による住民の福祉向上

人事評価システムの確立と育成

●組織的な人材育成に主眼を置い

　た「能力開発型人事評価システ

　ム」の確立

●勤務実績や能力、適性等を適切

　に評価

●部下指導や研修などを職員の能

　力開発や意欲の高揚へ向けて積

　極的に活用

職場環境づくり

●自己研鑽に努めるとともに、職員

　同士が共に啓発しあう職場環境

　づくり

●職員が持てる能力を最大限発揮

　でき、さらに一人ひとりの意欲と

　職務能力の向上が図られるよう

　な職場環境づくり

【目指す職員像】

職員は一人ひとり行政マイスター

１時代の求める自治体職員としての資質を備える

２見つける課題や創る課題を明確に定め、解決策を追求する

３極力時間をかけない

４的確、確実に対応する

５積極的に成果を挙げる

職員の『人財』育成
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FUKUOKA
協きょうどう働

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！

を
学
ん
で

協
働

“

”

平
成
24
年
度　

福
岡
県
協
働
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

◆
時
間　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

宇
美
町
役
場　

２
階
大
会
議
室

「地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
を
知
ろ
う
」

◆
時
間　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

「協
働
と
は
。
協
働
事
業
に
必
要
な
団
体
運
営
力
」

◆
時
間　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

「協
働
に
必
要
な

『人
間
力
』
と

『企
画
書
力
』
を
身
に
つ
け
よ
う
」

◆
時
間　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

「協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
を
理
解
し
よ
う
《
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
》」

◆
時
間　

13
時
～
17
時

◆
場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

「協
働
の
可
能
性
が
あ
る
企
業
と
は
」

「地
域
の
課
題
の
見
つ
け
方
。
協
働
に
必
要
な
条
件
と
は
」

多
様
化
す
る
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
地
域
」「
行
政
」「
企
業
」
が
一
体

と
な
る
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
手
法
と
し
て
の
《
協
働
》

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
学
ぶ
無
料
講
座
を
開
講
し
ま
す
。「
協
働
」
に
は
い
ろ
ん
な
ス
タ

イ
ル
が
あ
り
ま
す
！
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
皆
様
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
経
験
が
活
か
せ

ま
す
！
「
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
」
と
い
う
想
い
を
「
行
政
」
や

「
企
業
」
と
一
緒
に
実
現
す
る
活
動
「
協
働
事
業
」
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

９月

18日
(火)

９月

20日
(木)

９月

25日
(火)

９月

27日
(木)

９月

29日
(土)

※
セ
ミ
ナ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
こ
ん
な
方
に
お
ス
ス
メ
で
す
☆

　

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
い
！

　

退
職
後
、
キ
ャ
リ
ア
や
経
験
を
活
か
し
た
い
！

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ(

企
業
の
社
会
的
責
任:Corporate Social 　
　

　

Responsibility)

と
し
て
地
域
と
「
協
働
」
し
た
い
！

《 全５回》
定員 25 名
無料講座

●申込 ・ 問い合わせ…ＮＰＯ法人えふネット福岡 ( 運営事務局 )E-mail ： sbcb@fnet-fukuoka.net
●申込方法…WEB、 FAX、 E-mail のいずれかでお申し込みください。
　 詳しくは NPO 法人えふネット福岡ホームページ＜ http://fnet-fukuoka.net/ ＞をご覧ください。
なお、 申込チラシは役場総合案内、 共働のまちづくり課窓口他、 町内各公共施設に用意しています。
配布場所については、 共働のまちづくり課 (℡９３４- ２３７０) までお問い合わせください。

講 座 の ご 案 内

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
（
納
期
限
の
延
長
）

が
始
ま
り
ま
す

※
後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期
間
は
、　

平
成
24
年
10
月
１
日
～
平
成
27
年
９
月
30
日

の
３
年
間
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

・
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

〈
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま
る
電
話

で
お
か
け
に
な
る
場
合
〉

℡
０
３-

６
７
３
１-

２
０
１
５

■
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日 

８
時
半
～
17
時
15
分

　

第
２
土
曜
日 

９
時
半
～
16
時

※
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜

　

日
）
は
19
時
ま
で
延
長
。

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用

　

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」
を
省
略

　

し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い
電

　

話
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い

　

ま
す
の
で
、
お
か
け
間
違
い
に
は
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

・
東
福
岡
年
金
事
務
所

℡
６
５
１-

７
９
６
７

■
受
付
時
間

　

平
日
８
時
半
～
17
時
15
分

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
到
達

す
る
ま
で
の
40
年
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期

間
が
あ
る
場
合
や
資
格
取
得
な
ど
の
届
出
忘

れ
に
よ
り
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場

合
に
は
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ

た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
（
保
険
料
納
付
や
免
除

等
の
合
計
が
25
年
〔
３
０
０
月
〕
未
満
の
場

合
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
昨

年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
10
月
１
日
（
月
）
か

ら
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
10
年
に
延
長
と
な

る
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月
分
以
降
の
納

め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
お
持
ち

の
方
は
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は

事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
審
査
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
下
記
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
又
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
国
保
年
金
係

℡
９
３
４-

２
２
４
１

チャレンジシート

チャレンジ精神を

もつ職員を育成

●適材適所の配置

●新たな人材発掘

目標による管理

マネジメント体質を

もった職員の育成

●ＰＤＣＡサイ

　クルの実施

●職員の挑戦と   

　成果志向の推進

計画的なジョブ

ローテーション

時代に対応できる

職員の育成

●適正な経歴管理

●自律的行動力

　と高度な専門

　性を有する人

　材の育成

具体的な取り組み方針


